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シ
リ
ー
ズ

四
名
は
、
そ

の
ま
ま
陸
軍
教
導
団
に
編
人
さ

れ
た
が
、
そ
れ
以
外

の
百
数
十
名

の
生
徒
た

ち
は
、
就
職
す
る
か
も
し
く
は
新
た
に
別

の

学
校

に
進
学
す
る
か
と

い
う
選
択
を
迫
ら
れ

た
わ
け

で
あ
る
．
そ
れ
は
、
附
属
小
学
校
に

学
ん
で

い
た
者

に
と

っ
て
も
同
様

で
あ
り
、

兵
学
校
な
き
あ
と
、
進
学
先
を
他

に
求
め
る

こ
と
に
な

っ
た
。

・亀
囀
雛
鐵
一

確
務
奪
磯
槙
卜輩
奪
鷲
暴

減

璃
を
驚

ず
■
オ
■

卜
陸
軍
士
官
学
校
第
―
期
生
の
入
学
辞
令

永
嶺
源
吉
は
、
沼
津
兵
学
校
第
９
期
資
業
生

か
ら
陸
士
に
進
み
、
砲
兵
大
佐
と
な

っ
た
。

（川
崎
市
　

水ヽ
嶺
年
子
氏
所
蔵
）

一

で
あ
る
（最
終
学
歴
・

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

〈０

　
　
　
　
　
　
　
　
”
陸
軍
大
学
校
は
十
官

沼
津
兵
学
校
生
徒
の
進
学
先

　

¨
け
Ч
電
誓
に

あ
り
、
ま
さ
に
エ
リ
ー
ト
で
あ

っ
た
。

次
に
、
沼
津
兵
学
校
時
代
の
教
授
を
慕

っ

て
、
そ
の
も
と
に
馳
せ
参
じ
た
と
い
う
例
も

あ
る
。
西
周
の
育
英
合
、
赤
松
則
良
の
海
軍

兵
学
寮
、
乙
骨
太
郎
乙
の
大
蔵
省
翻
訳
局
（英

学
校
）
、
大
築
尚
志
の
砲
兵
本
廠
生
徒
学
会
、

杉
亨
二
の
共
立
統
計
学
校
な
ど
で
あ
る
。

勿
論
、
附
属
小
学
校
出
身
者
の
中
に
は
、

そ
の
後
身
で
あ
る
集
成
合
変
則
料
や
沼
津
中

学
校
に
継
続
し
て
学
ん
だ
者
も

い
た
。

こ
う
し
て
兵
学
校
出
身
者
た
ち
は
、
新
た

な
進
学
先
に
お
い
て
、
沼
津
で
は
中
途
に
終

っ
た
勉
学
を
継
続
さ
せ
、
よ
り
高

い
知
識

・

技
術
を
身
に
付
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
沼
津
兵
学
校
を

最
終
学
歴
と
し
た
者
の
中
に
も
、
英
学
者
永

峰
秀
樹
、
数
学
者
荒
川
重
平

。
中
川
将
行
、

論
理
学
者
清
野
勉
と
い
っ
た
優
れ
た
人
々
が

い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

沼
津
兵
学
校
は
わ
す
か
三
年
半
の
短
命
だ
　
　
歴
の
判
明
し
た
者
の
み
の
数
字
で
あ
る
が
、

っ
た
た
め
、
そ
こ
に
学
ん
で
い
た
生
徒
た
ち
　
　
人
よ
そ
の
傾
向
を
知
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う

は
、
兵
学
校
で
の
教
育
が
完
結
し
な
い
ま
ま
　
　
　
ま
ず
、
兵
学
校
出
身
者
が
教
導
団
や
十
官

廃
校
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
．
学
校
の
東
　
　
学
校
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
附
属
小

京
移
転
に
妓
後
ま
で
付
き
合

っ
た
生
徒
六
十
　
　
出
身
者
に
は
そ
の
よ
う
な
片
寄
り
が
な
い
し

附
属 下
/卜  に
′`
/: J場

1交  げ
ビli た

徒 表
の が
ill  

｀

′r そ
先 の
を `炎
′Jく  `わ

し ,1
た r杵

も 本交
の 。

陸
軍
幼
年
学
校
と
は
違
う
、
沼
津
兵
学
校
附

属
小
学
校
の
普
通
教
育
機
関
と
し
て
の
性
格

が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

陸
軍
以
外
で
は
、
東
京
大
学
と
工
部
大
学

校
に
進
学
し
た
者
が
目
立

つ
。

こ
の
中
か
ら

は
、
二
人
の
医
学
博
十
（榊
倣

・
榊
順
次
郎
・

荻
生
録
造
）
と
五
人
の
工
学
博
士

（
石
橋
絢

一彦

・
新
家
孝
正

・
真
野
文
二

・
円
辺
朔
郎

・

小
川
川
全
之
）
が
出
た
。
彼
ら
こ
そ
、
軍
人

以
外
で
は
最
も
世
間
的
栄
誉
に
浴
し
た
者
で
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同  人  ネ|

育  英  合
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築 地 大 学 校

集成合・

'召

津中学校

正 山 講 習 所

沼津兵学校生徒の進学先一覧

判明者のみ。この他に、就職
した者や経歴不明の者が 100

名以上いる。
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「富
陽
製
紙
会
社
」
設
立
計
画

明
治
初
年
、
江
原
素
六
は
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
手
掛
け
て
士
族
授
産
を
は
か

っ
た
が
、
椿

・
三
祖
を
栽
倍
し
、
製
紙

業
に
も
手
を
の
ば
そ
う
と
し
た
。

左
の
写
真
は
、
明
治
七
年

（
一
八
七

四
）
に
江
原
を
は
じ
め
と
す
る
沼
津
移

住
の
旧
幕
臣
六
名
が
県
令
あ
て
に
提
出

し
た
、
椿
苗
栽
培
の
た
め
の
土
地
拝
借

願
書
で
あ
る

（
江
原
素
六
文
書
）
。
こ

の
願

い
は
聞
き
届
け
ら
れ
、
江
原
ら
は

西
熊
堂
村
地
先
の
愛
鷹
山
不
毛
地
五
町

歩
を
開
拓
し
て
猪
の
苗
圃
を

つ
く

っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
士
族
た
ち
に
よ
る
椿

・

三
祖
栽
培
は
そ
れ
ほ
ど
発
展
し
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
明
治
十
年
代
に
入
り
、
地
域

民
衆
に
よ
る
殖
産
興
業
が
活
発
化
す
る

中
で
、
江
原
は
よ
り
大
規
模
な
製
紙
業

に
関
係
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち

明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
の
富
陽
製

紙
会
社
設
立
計
画
が
そ
れ
で
あ
る
。

管
見
で
は
、
そ
の
年

一
月
に
江
原
が

製
紙
場
問
題
の
件
で
吉
原

へ
赴

い
た
と

い
う
日
記
の
記
述
が
初
見
で
あ
る‐
　̈
一
一

月
に
は
新
聞
報
道
に
よ
り
そ
の
計
画
が

公
に
さ
れ
る
。
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の

製
紙
会
社
は
社
名
を
富
陽
製
紙
会
社
と

い
い
、
本
店
は
東
京
に
置
き
、
工
場
と

支
店
を
沼
津
の
狩
野
川
岸
に
置
く
と
い

う
。
発
起
人
は
、
村
田

一
郎

・
林
徳
左

衛
門

・
朝
比
奈
英
太
郎

・
喜
多
川
清
左

´

衛
門

・
河
瀬
秀
治
ら
東
京
の
実
業
家
五

名
と
、
富
士
郡
の
渡
辺
登
二
郎

。
松
永

安
彦

・
池
谷
繁
太
郎
お
よ
び
江
原
素
六

ら
地
元
有
志
で
あ
る
。
資
本
金
は
十
二

万
円
で
、
う
ち
四
万
五
千
円
は
東
京
の

五
名
が
出
資
し
、　
一
万
五
千
円
を
東
京

で
株
主
募
集
、
そ
し
て
残
り
六
万
円
を

地
元
の
株
主
か
ら
集
め
る
と
Ｌ
γ

ま

た
、
十
五
歳
か
ら
二
十
歳
前
後
の
者
五
・

六
名
を
募
集
し
、
神
戸
の
製
紙
社

へ
抄

紙
伝
習
の
た
め
に
派
遣
す
る
と
の
こ
と

も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

東
京
で
の
株
主
募
集
は
順
調
だ

っ
た

ら
し
く
、
安
田
善
次
郎

・
大
倉
喜
八
郎

と
い
っ
た
巨
商
の
ほ
か
、
旧
沼
津
藩
主

水
野
氏
な
ど
も
応
じ
て
い
る４
¨

し
か
し
ヽ

沼
津
の
工
場
に
設
置
す
る
予
定
だ

っ
た

抄
紙
器
械
が
東
京
で

一
部
焼
失
す
る
と

い
う
事
故
も
起
き５
）ヽ

ま
た
ヽ
ま
だ
用
地

も
確
定
し
て
い
な
か

っ
た
ら
し
く
、
地

元
で
は
開
業
の
準
備
が
な
か
な
か
は
か

ど
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

四
月
二
日
に
は
、
農
商
務
大
書
記
官

奈
良
原
繁

。
同
御
用
係
南

一
郎
平
が
来

沼
し
、
江
原
素
六

・
河
瀬
秀
治

・
静
岡

県
大
書
記
官
水
峰
弥
吉

・
駿
東
郡
長
窪

田
凸

・
上
香
貫
村
戸
長
石
橋
忠
規
ら
の

案
内
で
、
狩
野
川
岸
の
工
場
建
設
予
定

´

地
を
視
察
し
た
。
上
香
貫
村
の
戸
長
が

同
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
設
予
定

地
が
沼
津
町
と
は
対
岸
の
場
所
で
あ

っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
月
に
は
、
内
務

省
土
木
局
御
用
掛
山
田
寅
吉
が
同
地
を

訪
れ
、
工
場
の
水
車
を
運
転
す
る
た
め

の
適
否
を
検
査
し
た８
¨

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後

一
転
し
て
工
場

建
設
地
は
、
富
士
郡
原
田
村
に
変
更
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
狩
野

川
に
海
水
が
逆
流
す
る
こ
と
が
不
適
格

だ

っ
た
た
め
ら
し
く
、
ま
た
工
場
建
設

に
際
し
地
価
が
高
騰
し
た
た
め
、
用
地

買
収
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
た

め
も
あ
る
。
江
原
は
、
日
記
に
よ
る
と

五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
原
田

村

へ
行

っ
た
り
、
林
徳
左
衛
門
と
と
も

に
静
岡

へ
赴
い
た
り
、
来
沼
し
た
県
令

に
対
し
製
紙
会
社
の
件
で
有
志
者

へ
の

説
諭
を
依
頼
し
た
り
、
と
い
っ
た
具
合

に
奔
走
し
て
い
る
。
し
か
し
、
松
方
デ

フ
レ
に
よ
る
不
景
気
の
た
め
、
原
田
村

へ
の
工
場
建
設
も
ま
た
ま
た
延
期
さ
れ
、

富
陽
製
紙
会
社
設
立
計
画
は
立
ち
消
え

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
富
陽
製
紙
会
社
の
衣
鉢
を

受
け
継
ぎ
、
資
本
金
二
十
五
万
円
の
ご
昌

士
製
紙
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明

-2-
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|ヽ |,(田 」

束名高速道路 lι ノ Lhi

(り 沢 |‖ /ト

新幹線

1巧

`少

‖」

江原素六墓 上

町1"fデ )

`=司

|||り it「

“
llk方 街ll       農脇金 1司 支,'千

りilデ )史 料館 ■ 江原公園。江原素六銅像

11道 1り

ぅ ノ11 ′ラ 1■  い に '召 現 極 l: て メ, も 内 ||: ノヒ 紙 末
か か オし 他 な  ｀

 |lt し 的 |‖∫ は し あ 務 ′しヽ な に に
°

さ て な い そ に な に の
｀

い 1'1・「 人 い 乗ヽ i主

′い ヽ メっ の れ 11か 呼 人 地 ・ ｀
僚 物

・ り わ
な る1'な は に 場 つ Lさ 々 ブ亡 し

'11で
で鶴 換 れ

か
゛

い 1協 が た し て l llか 原 当 あ 1場 え て
,',「 ｀

沼 ブ」 |■
・

よ あ の し と 時 る 製 よ い

た 原 と |ltし て .う り 中
｀

は 中 河 紙 う た

と の い 人 よ ′,沼 と ｀
心 こ 関 央 沖1会 と が

い 折 う 民 う れ |1与 い 沼 は の 係 茶 秀 社 し
｀

う 角 投 ノ と る 新 う i「 あ 計 が 業

'台

の た 製
こ の i等 無 い と 聞 人 か く |口

li深 組 は 束 の 茶
と  人 が  気  う  い よ

   1勿  メフ  ま  1■  か  イヽ   
｀
 労て か  か

だ 脈 寄 力 者 う に は は で 関 つ itも 佃」 も ら
ろ も せ

[が の は 出 責 富 し た で と の し 製

昭和62年  (社 )江原素六先生顕彰

会が建立 した「三柾格苗圃跡」碑

位置は lL熊 堂字 l本松、 すなわち

,1:原「,が |リ サ1台 7■1の原rメトによリイ|キ

|,受けた場 1折 である。け也図参11'

束名高速道路にかかる 1本 任ヽγ卜の

たもとに
'1つ

.地 元の人々は、この

あたりを「みつばたけ と通称する

に  成 現 富 た

'」

こ 1台

よ |り lす 在 1:が 瀬 の _l

る 1台 る の 製  ｀ ・ 会 |

製 「 中 ,I紙 ,li ll社 年
茶 メ(小亥 Ij は ,t i‖ の _
中

`1年
と ||∫ そ は ・ 発 ‐

出 :11 な に の も 本木 ′lL 八

11時  つ 大 後 う メ, 人 八

業
｀

た 製 大 関 が に し
の ,11の 紙 き 係 名 は 一

人 原 てJ[く し を ｀
で

;lえ は あ 蠅l 発 て 'lll 肖i あ
の 積 る 帯 展 い ね と つ

後 f;i  ・ を し な て 同 た

始 祖 形
｀

い い 様

明
治
卜
六
年
一
月  年

一月
四
日
し

一月
二
十
五

・
ニ
ト

同
前
、
同
年
四
月
四
日
．

沼
津
市
住
古
町
柳
下
菊
男
氏

の
談

話

に
よ
る
と
、
氏

の
祖
父
鎗
三
郎
は

こ
の
製
紙
会
社
設
立
に
協
力
し
た
そ

う

で
、
そ

の
場
所
は
三
造
神
社
周
辺

だ

っ
た
と

い
つ
．

閣

　

『函
有
日
報
」
同
年
五
月
八
日
．

団

　

一鷹
岡
町
史
」
九
三
二
頁
．

ｍ

　

『函
右
日
報
」
同
年
六
月
二
十
六
日

ｍ

　

『静
岡
大
務
新
聞
」
明
治
卜
八
年

九
月
１．―
九
日
．

０

　

『
古
原
市
史
」
中
巻
四
九
八
頁
．

問
　
積
信
社
を
通
し
て
結
び
つ
い
た
三

井
物
産
の
馬
越
恭
平
か
ら
は
、
三
社

の
買
売
に
つ
い
て
の
手
紙
も
米
て
い

る

（
江
原
素
六
文
書
）
。

ｍ
　
製
紙
業
に
関
し
、
河
瀬
が
江
原
に

あ
て
た
手
紙
三
通
が
残
る

（
同
前
）。

問
　
『沼
津
新
聞
』
明
治
十
六
年
二
月
卜
日
。

(7)16)15) |.1)113)  (2) (1)

卜」 ノt卜1卜」 「
|

白i「 1 肖i肖i t
:月  ¬

,/{ [1 ,|:
i:|キ  1  場t

新 六 素
卜‖ H メヾ
卜   ~´   日

言己

Hl]

ト

ll

1司

年

チ|

四
日

同 同
年 年
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■
ｉ
鷲
書
番
薔
縦
■
●

冬
の
講
演
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご
来

館
下
さ
い
。

と
　
き

一
２
月
２８
日
０

午
後
２
時
か
ら
４
時

と
こ
ろ

一
明
治
史
料
館
　
講
座
室

講
　
師

¨
高
橋
省
吾

（
明
治
史
料
館
嘱
託
）

テ
ー

マ

¨
「
明
治
時
代
の
根
方
の
村
々

～
区
有
文
書
か
ら
～
」

ｔ

薔

難

≡

■

暑

軍

●

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
沼
津
で
発

行
さ
れ
た
絵
は
が
き
を
集
め
て

「
沼
津

絵
は
が
き
展
」
を
昨
年
１２
月
２０
日
か
ら

４
階
展
示
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
保

養
地
や
観
光
地
と
し
て
首
都
圏
か
ら
入

気
を
集
め
た
こ
ろ
の
沼
津
を
絵
は
が
き

を
通
し
て
ふ
り
か
え

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

明
治
２２
年
に
東
海
道
線
沼
津
駅
が
開

設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
沼
津
は
東
京

か
ら
の
交
通
が
便
利
と
な
り
、
沼
津
御

用
邸
の
造
営
な
ど
に
よ

っ
て
、
気
候
温

暖
で
風
光
明
眉
な
こ
の
地
が
、
保
養
地

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

保
養
地
沼
津
の
象
徴
の
ひ
と
つ
千
本

松
原
は
、
明
治
４０
年
に
そ
れ
ま
で
の
自

然
林
に
沼
津
町
が
手
を
加
え

「
沼
津
公

園
」
を
開
設
、
昭
和
２
年
に
は
東
日

・

大
毎
新
聞
社
主
催
の
日
本
新
八
景
の
選

定
で
全
国
Ｈ
位
に
投
票
さ
れ
、
そ
の
海

浜
は
牛
臥
、
静
浦
、
三
津
浜
な
ど
と
と

も
に
海
水
浴
場
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。こ

う
し
た
中
で
、
沼
津
の
観
光
資
源

を
宣
伝
す
る
た
め
、
さ
か
ん
に
絵
は
が

き
が
発
行
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

風
景
ば
か
り
で
な
く
、
沼
津
町
の
町
並

み
や
大
正
時
代
の
大
火
、
製
糸
工
場
開

ｒ

設
の
記
念
は
が
き
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
も
の
が
あ
り
、
貴
重
な
写
真
資

料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

展
示
会
は
、
館
蔵
資
料
を
は
じ
め
市

民
の
所
蔵
家
な
ど
の
絵
は
が
き
三
百
点

余
り
を
展
示
し
て
、
２
月
２８
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

（月
曜
日
お
よ
び
１

月
３０
日
は
休
館
）。

様
■

菫

■

＝

曹

暑

■

「
明
治
史
料
館
通
信
」
は
市
役
所
玄

関
や
各
地
区
の
市
民
窓
回
事
務
所
の
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
が
、
郵
送
を
ご
希
望

の
方
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
明

記
の
上
、
２
年
間
の
郵
送
料
と
し
て
六

〇
円
切
手
８
枚
を
同
封
し
、
当
館
あ
て

封
書
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

３
露

警

曇

言

■

■

■

明
治
史
料
館
が
こ
れ
ま
で
に
刊
行
し

領
布
し
て
い
る
図
書
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
郵
送
に
て
領
布
ご
希
望
の
方
は
、

書
名
、
送
付
先
、
氏
名
お
よ
び
電
話
番

号
明
記
の
う
え
、
領
価
に
送
料
を
加
え

た
金
額
を
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
ま

た
は
普
通
為
替
に
換
え
て
同
封
し
て
お

申
込
み
下
さ
い
。

●

「
沼
津
案
内

（復
刻
ご

四
六
判

（
Ｂ
６
判
）
　

一量
ハ
頁

頒
価
二
〇
〇
円

（〒

一
二
〇
円
）

´

●

「
沼
津
之
栞

（復
刻
ご

一
一
×

一
八
セ
ン
チ
判

　
一
一
一四
頁

頒
価
三
〇
〇
円

（〒
二
〇
〇
円
）

●

「
江
原
素
六
旧
蔵
明
治
大
正
名
士
書

簡
集
」

Ａ
４
判
　
工曾

一頁

頒
価
七
〇
〇
円

（
〒
二
五
〇
円
）

●

「
江
原
素
六
関
係
史
料
目
録
」

Ｂ
５
判
　
一二
〇
九
頁

頒
価
二
、
○
○
○
円

（〒
三
〇
〇
円
）

●

「
沼
津
兵
学
校
」

Ｂ
５
判
　
エハ
七
頁

頒
価

一
、
二
〇
〇
円
（〒
二
〇
〇
円
）

●
図
録

「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
沼
津
」

Ｂ
５
判
　
一
一四
頁
　
図
版
カ
ラ
ー

頒
価
九
〇
〇
円

（〒

一
七
〇
円
）

●

「
沼
津
市
博
物
館
紀
要
１０
」

Ｂ
５
判

　
一
六
八
頁

頒
価
二
、
○
○
○
円
（〒
二
五
〇
円
）

●

「
沼
津
市
博
物
館
紀
要
１１
」

Ｂ
５
判

　
一
一
八
頁

頒
価

一
、
五
〇
〇
円
（〒
二
五
〇
円
）

編
集

発
行

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
２７２
‐
・
　

一

曜
幅
に

ビ

津
市
明

'台沼  史
津  料
市  館
明  通

] [ |
|

「

'召

津絵はが き」展か ら
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